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餞
の
®

借
を
絕
體
R

禁
Jh
せ
ば
、
利

子\ 

又
は
利
子
步
合
の
现
象
は
消
減
す
可
き
も
、
價
値
時
差| 

は

之

を

根

絕

す

る

?:
得

ざ

る

な

ぅ

。

(

註)

是
れ
苟
ほ
貨
物
一 

.

0
寶
賓
制
度
を
廢
止
-̂
ば
、
價
格
叉
は
rf
r

w
の
I B

象

は\ 

僧
滅
す
可
き
も
貨
物
の
憤
値
に
關
す
る
觀
念
の
，依
然
と 

し

て

-#
在
す
る
に
興
な
ら
ず
。

餘
、

端
典
の
經
濟
學
.满
ヵ
、ソ
セ
ル
典
は
社
會
虫
義
か
賢
行
す
る
處
K 

在
リ
て
も
利
子
视
象
の
卷
在
'1
-

ん
事
ぁ
_そ
可
吾
‘
跳
け
る
^
^
の 

_

0
は
何
等
か
の
形
^
に
於
ズ
贷
借
の
行
は
る
と
,
と
^
前
猫
と

:  

婼

十

ニ

號

九

四

.

せ
.る
が
如
し
。
貸
借
^

:
は
る
v

f
 

>瓰
會
の
M
織
0
如
何
1C
. 

■

,狗
ら
す
利
子
現
象
.0
存
，在
す
可
各
は
匆
論
^
リ
と
す
'
 
3

. 

9
 

Ms
e
l
:

T
h
e

 N
a
t
u
r
e

 a
n
d

 

Necessity 

o
f

 Interest, 

IX>ndon’ 

pp, 

1
73-9、

か
見
ょ)

。

.

2

1

節

货

物

の

懷

値

時

差

の

原

因

’ 

吾
人
の
總
て
は
«

値
時
差
を
經
驗
す
.る
も
の
な
る
杉 

何
故
に
各
個
人
に
對
し
て
現
在
財
は
將
來
財

R

比
し
て 

高
き
®

倣

を

有

す

る

を

常
S

な

す

やo
.是

れ
菩\
 

次 

に
購
明
す
る
を
栗
す
る

M
J

な
る
が
、
貨1?
の
®

敗

诗

隹 

ど
貨
幣
を
除
き
た
石
他
の
總
て
の
財
貨

0 /

賈
：
.1
$

時
差
と 

は
多
少
其
の
趣
き
を
異
に
せ
る
所
ぁ
る
を
以

:̂
、
本
節 

に
於
て
は
便

{

且
上
先
づ
貨
幣
以
外
の
財
货

に
#

す
る
^
 

値
時
差
：の
原
因
を
說
述
し
貨
幣
の
價
値
時
差
に
身
す

る
：
. 

說
明
は
次
節
に
讓
&

ん

S

欲

す

。
 

: 

抑

も

、
現
紀
存
在
す
る
貨
幣
以
外
の
財
貨
が
將
來
财 

ょ
办
も̂

^

高

き

脉

現

在

0
欲
蕻
が
將
來
の
欲
璧

 

ょ
.

C
V

 

冬
强
烈な：：
る
が
故
な
；

^

と
す
：。
玆R
將

來

の

欲

望

と

.云 

ふ
は
將
來
に
發
生
す
可
し
ど
現
在

R

於
て
人
.の
豫
想
す

名
欲
蟹
を
云
ふ
。
例
へ
從
、
吾
人
が
今
日
食
欲
を
有
ず 

る
：が
如
べ
、
明
日
珞
亦
同
機
に
食
欲
を
有
す
可
し
& -

豫
；

, 

想
せ
る
場
合
に
於
け
る
此
の
明
日
の
食
欲
は
即
ち
吾
人 

の
所
謂
將
來
の
欲
望
に
外
な
&

す
。
而
し
て
僅
少
の
例 

外
を
除
き
吾
人
は
常
に
明
日
ょ
h

も
寧
ろ
今
日
貨
物
を

j 

消
费
又
は
使
用
せ
ん
ど
欲
す
る
も
の
な
り
。
總
て
の
人{ 

■

は
食
料
品
、
衣
服
、
家
具
、
娛
樂
器
等
の
享
樂
財
を
ば
、一 

又
企
業
家
は
製
造
工
場
、
器
槭
、
‘

原
料
等
の
企
業
に
必

I 

要
な
る
貨
物
を
來
月
刺
用
す
る
ょ
i

は
寧
ろ
今

月

、

今
一 

週
又
は
今
.

ロ
之
を
拙
费
莕
く
は
使
用
せ
ん
ど
欲
せ
り
。

I 

然
&

; ^
.

何

故

に

，
現

在

の

欲

望

は

將

來

の

欲

望

ょ

>

 

I 

&

强
烈
な
&

や
。
日
く
、(

一
)

假
6
R

例
を
食
料
品
に\ 

取
ら
ん
か
、
若
し
今
日
食
を
取
る
を
得
ざ
ら
ば
、
吾

人

\ 

は
生
を
全
ふ
す
る
こ
^

を
得
ず
。
而
か
も
生
命
^
通
敌 

吾
人
の
最
.%■

主
要
視
す
る
も
の
に
し
て
、

-
生

命

を

斷

た
 

ば
茁
事
休
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
是
れ
.が
維
持
に
は 

他
.の
總
て
0

物
を
犠
牲
’
^

す
る
を
«

織
せ
ぎ
，る
の
.

常
.な

- 

.

第
*
M

::
i

(

.

备

】

九)

：

維
，

錄
' 

還

蓮

論
：

;

爲

『

自
.已
：保

赛

S

豪
：
^

樊

欢

る

自

然

の

浪_
な
.
6
1 

と

の
®
洋
の
格
言■は
即
ち.之

を

謂

：ふ
に^ .
な
ら
す
o:
 
'今 

日
各
文
明
國
に
於
て
は
如
何
な
る
場
合
に
.於
て
も
故
意 

に
他
人
を
殺
傷
す
る
者
を
重
刑
に
處
す
る
を
刑
法
の
一 

原
.則

と

な

す

も

、
而
か
も
尙
ほ
疋
當
防
衡
に
.基
く
殺
人
ハ 

'罪
は
之
を
間
は
ざ
る
の
除
外
例
を
設
け
れ
る
も
亦
此
人 

情
を
*
慮
せ
る
爲
め
R
外
な
ら
中
。
今
H
.
I
.

粒
の
米
、

一
片
の
岗
な
か
り
せ
ば
、數
2
3後
に
如
何
稃
多
僦
の
米
、
 

肉
を
得
る
こ
^
が
判
然
せ
る
も
何
か
せ
ん
,°
5
衣
服
、
. 

器
具
等
の
；.货
物
に
.在
6

て
は
、
食
»
品
に
»
す
る
：が
如
' 

き
熾
烈
な
る
欲
留
を
有
す
る.A

J

と
稀
な
る
も
、
你
ほ
\ 

は
將
來
ょ
b
.も

現

在

に

於

て

之

を

入

手

せ

ん

己

と

を

希
 

望
せ
"
^
。
r
し
.て
生
命
を
'

全
.：

ふ
す
る
爲
め
に
，は
必
ず
し
. 

も
絕
體
に
必
要
な
ら
ざ
る
此
等
の
貨
物
に
.對
し
て
も
现 

茌
の
欲
望
が
尙
ほ
將
來
の
欲
望
ょ
b
も
强
き
は
次
の
ニ
.
. 

原
因
に
*
く
も
の
な
.

C
S

ビ
す
。
日
く(S

-)

各
個
人
の
现 

に
所
有
せ
る
貨
物
は
，其

欲

望

々

充

た

す

に

足

ら

中

、
直

,

.、
：

第
十
ニ
鱗

 

九
a t
.



S

A

5
 

' 

2
七
3
0) 

•
雜

，
鏹
‘

憤
^
^
錄 

つ
へ
^
,

)

人
は
現
在
の
缺
乏
を
^

す
|

乙
ビ
將
來
'の
缺
乏 

1

豫
#
4

る̂
，乙
ビ
よ
.

SS

も
切
な
.ぅ
.。
以
，下
少
し
く
此
兩 

現
象
に
就
き
て
說
か
し
め
J

。

(

―

)

.

^

し
現
.

在

各

：個

人

0

'

所
有
し
且
.0

自
f f
l

,

.に

.

消
費
' 

又
枕
使
用
し
得
る
货
物
の
品
質
並
に
數
^
に
し
て
總
て 

の
欲
塑
を
滿
迅
せ
し
む
る
に
充
分
な
り
^
せ
ば
將
來
财 

ょ
り
も
現
'«
財
に
對
し
て
强
き
獄
求
を
有
す
る
が
如
き 

こ
ど
な
か
る
可
し
。
さ
れ
ざ
、
ク
リ
ー
サ
ス
と
雖
も
、總 

て
め
欲̂

を
充
た
す
に
足
る
货
物
を
咐
せ
し
^

は
8
す 

る
能
は
す
。
予
は
欲
®

-

は
無
限
な
b

e

爲
す
一
派
經
濟 

學
教
の
說
を
- ®

見
な
-CS

.

ビ
墙
歡
す
も
の
な
-c

\

と
雖
，も̂
 

ほ
殆
ん
ど
總
て
の
人
が
常
忆
或
秫
の
滿
た
さ
れ
ざ
る
欲 

_

邀
を
苻
せ
る
こ
と
を
否
足
す
る
«

に
非
す
。
即
ち
欲
螌 

の
數
は
有
限
な
6
と
雛
も
、
欲
蕻
を
滿
た
す
爲
め
に
用 

ひ
得
る
貨
物
办
现
存
最
は
贺
化
有
限
な
^

。
效
し
假
&

 

に
一
步
を
譏
6
て
«

物
の
现
#
«
が
人
の
欲
璲
を
滿
れ 

す
妃
充
分
衣
る
.

こ
ビ
空
氣
の
如
く
な
り
ゼ
せ
ば
、
货
物

.

辩
$

|

騎
.

.

九
.

六
.：

,
も
亦
益
氣
の
如
く
殆
ん
ど
何
等
の
交
換
惯
値
を
稽
せ
ざ 

る
可
§

箬
な
‘

る
R

、
s

o

货
物
は
實
際
に
取
引
のi

n

 

的
物
た
る
に
非
ず
や
。
菇
れ
貨
物
の
數
量
が
人
の
欲
蕻 

を
滿
た
す
に
足
.

ら
ざ
^

を
立
瞭
せ
る
も
の
な
り
^

す
。

一
こ
は
勿
論
.人
類
全
體
に
就
き
線
合
的
に
下
し
た
る
«
紙 

|

な
る
も
各
個
人
に
對
し
て
も
適
招
し
得
る
も
の
な
办
。
_

|

叉
、.縱
4

^
個
入
0
有
す
る
貨
物
の
數
優
如
其
八 

の
總
.て
の
欲
徵
を
充
た
す
に
不
充
分
な
り
と
す
る
も
游 

\

し
貨
物
の
產Si

に
何
^
.の
.
.時
間
と
勞
カ
と
を
.要
せ
參
.？ 

\

せ
ば
、
換
言
せ
れ
ば「

货
物
を
人
手
せ
ん
と
欲
せ
ば
即 

|

座
に
之
を
產
出
又
は
製
造
し
得
る
こ
ビ
、
尙
ほ
マ
ィ
ダ 

\

ス
の
魔
法
极
を
以
て
總
て
の
物
を
庇
ち
に
货
金
に
變
化 

\
，し
得
る
に
異
な
ら
ず
ビ
せ
ば
、
價
做
時
遨
の
视
觀
は
释 

生
せ
ざ
る
可
し
。
而
か
も̂

實

は

然

ら

ず

し

て

、

:^
吻 

の
淹
出
又
姒
製
造
に
は
多
大
の
勞
カ
ビ
時1|

«

と
を
耍
す 

る
を
常
と
す
を
茶
何
せ
ん
。
假&

に
勞
カ
を
一
時
度
.外 

視
す
る
と' す

る

も
‘"：
米
穀
，の.

に
は
，數

ヶ

月0>
«

バ巧てぐだ:•:?で7ン’取プfベ 巧 ^̂

：<H _ '

釣
UM'

過
を
：婴
し
綿
服

一

枚
の
製
般
に
も
、
總
て
の
原
料
、
機 

械
、
器
具
，の
康
出
製
造
に
要
す
る

.時
叫
を
通
計
せ
ば
、
 

數
ヶ
年
に
上
る
可
し
。
勿

人
は
旣
製
品
を
商
人
ょ 

6

恥
入
し
以
て3«
0

人
の
欲
望
を
少
時
間
內
に
滿
足
せ
し 

む
る
.
こ
と
を
得
る
も
の
な
る
も
、
此
旣
製
品
の代
®

ビ 

し
て
交
pH

す
る
を
要
す
る
他
の
货
物
又
は
貨
??
?

を
入
手 

す
る
に
は
多
ぐ
の
時
5
^̂'
si
!

す
る
を̂

と

な

す

に

^
^
す 

や
0

.

&

5而
か
も
人
は
總
て
の場
合
に
於
て
脅
つ
こ̂

j

 

を
好
ま
ざ
る
も
の
に
し
て
、
此
現

象
は

：：：

常
®

人
が
菩 

人
.

の
周
圍
に
目
擊
す
る
所
な
る
：が

.

/
就
中
汽
.雄
又
は
電 

难
を

待

て

る

，
客

、

飲
食
店
に
於
.

て
配
膳
を
待
佗
び
つ
、 

あ
る
^
、
又
は
開
游
の
遲
延
せ
る
劇
場
に
於
け
る
舰
客 

等
の
v>L
a

狀
/1

に
於
て
«

も
的
#
に
明
示
せ
ら
る、
40 

の

な

云
，ふ
.

を
得
ん
か
。

(

乙)

次
に
现
茌
の
缺
乏
を
感
す
る
こ
ビ
が
將
來
に
泠 

け
る
间
ー
の
缺
乏
を
观
在
に
於
て
感
ず
る
ょ
ふ
も
深
刻 

な
る
は(

一)

'
人
の
威
鐵
が
時
間
的
に
^;

限
せ
&

る
>
の 

滞
十
二
粒
 

' 

(

て
七
三1)

雑
：
气

僦
値
時
裳
諭
‘

，
現
象
並
に
‘(

ニ)

將
來
に
於
け
る
缺
乏
は
將
來
に
於
け
る 

.努
力
に
依
6
.て
滿
た
し
得
る
ビ
す
る
人
の
信
念
K

36
く
.， 

も
の
な
b

と
す
。
菩
人
の
禪
カ
及
ひ
聽
取
办
は
菩
人
が 

物
體
又
は
音
響
よ
6
遠
か
る
に
從
ひ
て
減
殺
さ
る
ゝ
も 

一
の
な
る
と
同
じ
く
、
過
去
に
於
，け
る
®
人
の
經
驗
に
對 

j

す
る
r

s
ff
i

は
時
問
の
經
過
ど
共
に
次
第
に&

激
す
/^
の 

一
§ "

向
.| :
^

す
る
も
の
な
.

る
が
、.

將

來

.に

於

て

發

生

す

る
 

一
も
の
と
豫
期
せ
ら
る
、
事
件
に
對
す
る
菩
人
の
豫
想
名 

\

亦
其
發
生
の
時
期
が
视
在
よ
り
も
遠
け
れ
ば
遠
き
丈
け 

微
願
な
る
を
常
ど
す
。
溶
觀
的
に
之
を
輪
す
れ
ば
、
次 

の
：：！

曜
n

も
、
其
の
次
の
t

n
l l
H

も
同
ブ
の
休
息
を
與 

|

ふ
る
も
.

の
S

る

可

き

も

、

人

は

次

の

日
曜

：！！

の

與

ふ

る
'

•
快

樂

に

就

き

て

，
乳

の

次
の

：：：

曜
H
の
與
ふ
る
も
の
よ
り 

は
今
日
.に
於
て
多
大
の
期
待
を
以
て
»
歡
を
遝
し
す
る 

の
癖
あ
り
。
之
と
同
じ
く
"
假
6
に
吾
人
が
生
命
を
雜 

持
す
，る爲
め
，に
は
今
日一 
二
合
め
-
&
米
を
消
哉
す
る
を
要

す
る
せ
せ
.

ば
、客
觀
的
に
之
を
論
す
れ
ぱ
、
明
部
の
今2

T
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第

十

二

餘

c
i

l
l

n

雜

錄
傾
値
時
§
 

も
亦
同
機
な
る
可
き
鹄
な
る
に
，
‘
、

吾

人

，
は
，明

年

の

今

日
 

に
'於
け
.る
，白
米
の.必

要
^
.ば
今
月
今
日
に
於
：

b
.

る
白
米 

の
：必
要
程
に
は
、主
觀
敗
に
威

.知
せ
ざ
る
な̂V。(

.二)

又

、 

假
6
に
、
將

來

.忙
於
け
る
缺
乏
が
現
在
に
於
け
る
同
ー 

の
缺
乏
ど
陳
程
度
に
徼
想
ぜ
ら
れ
兩
潘
共
に
均
し
く
充 

M

せ
ぎ
る
を
#

ず
と
思
惟
せ
ち

るA

場
合
ビ
：離
も
、
K 

植
先
つ̂

£;&
の
，
急

を

吿

，
げ

つ

ゝ

.

ぁ
る
現
卞
の
缺
^
.を
滿
■.
 

た
し
、
將
來
の
缺
乏
は
其
時
期
の
到
來
す
る
迄
に
徐
に 

之
を
充
足
す
る
の
方
法
を
請
ず
る
も
敢
て
遲し
と

せ
ず 

ビ
，
の
感
を
懷
け
-

CS。
：

是
れ
即
ち
將
來
财
の
價
値
が
現
在 

W
-C
D
憤
値
ょ
々
も
低
き
所
以
な

h
と

す

。

(

碧1
)

.

註

1

ベ
柒
參
全
く
突
換
似
値
か
有
せ
^
と
は
經
濟
學
赉
間
の
通
跳 

.

介
れ
ど
、
予
は
此
訛
か
採
ら
す
。
$
れ
ど
之
-|
:
關
マ
名
卑
說
の
圾
表 

は
他
の
燬
會
に
謂
ら
ん
ミ
す
。 

•

說
ニ
、

铬
聚
が一

垃
の
陨
度
內
に
於
て
自
芑
所
布
の
货
幣
か
以
て
即 

席
|:
货
物
4-
>
瞵
入
す
ス
、
；
と
4»
得
，9
は
勿
諭
^
り
0
さ
れ
ど
、
之 

1:
關
マ
る
餽
叨
は
次
節
|:
於
て
鱿
み
ん
と
す
。

塗

r

貨
物
：0
惯
値
_
潞
|:
は
例
外
ぁ
リ
0
'乞
ふ
次
節
^
ル
よ
？

,

辦
十
二
號
 

九
八 

第
四
節
f

貨
幣
の
價
値
時
差
の
照
因 

前
述
の
如
ぐ
現
^

財
は
將
來
財
ょ
办
も
高
&

偾
姐
*
 

#J

す
る
を
常
，
tす
る
？

P

の
-̂

る
が
、
或
る
人
の
現
R

t
 

す
る
或
：る
稱
の
貨
物
0

數
蹵
：が_其
貨
物
.を

以

：
て
.滿

た

し
 

I

得
る
欲
望
•を
滿
.、足

せ

し

む

る
^

充
分
な
る
^

み
.か
、
都 

|

つ
て
^
干
の
餘
剩
あ

x

t >
' w
r

、

其
人
に
對
す
る
典
貨 

物
の
.現
在
價
値
は
却
つ
て
將
*

«

«

ょ
^

^

«

ぎ
こ
€

•

あ
.

る
可
し
。
其
貨
物
が
腐
敗
し
易
き
食
料
品
等
の
如
&

-
 

\

も
の
な
る
場
合
に
於
て
殊
.

に
然
^

^

す
。
從
っ
て
、
前
：

\

節
の
於
て
說
述
せ
る
K

f f
J y

#
の
貨
物
に
於
け
る
價
値 

\

時
差
は
一
般
的
現
象
に
非
ず
し
て
、
唯
大
多
數
の
揚
合
.

.

に
存
す
る
も
の
な
り
と
云
ひ
得
る
に
過
ぎ
す
ノ
然
る
R

 

一
貨
幣
.

の

惯

値

時

差

：に

は

殆

ん

S

何
等
の
例
外
な
し
，ビ
,

 

ふ
を
得
る
に
似
た
り
。：

蓋
じ
或
る
栩
の
现
在
欲
留
を
滿 

た
す
に
必
恶
な
る
货
物
を
現

f
c充分
.
R

所
有
せ
る
人
と 

雖
も
、
總
て
の
_

欲̂

| :
.

充
*

ず
に
.

用
ゆ
可
き
貨
物
を
：充 

分
^

矿
有
せ
る

が
如
さ
i

な
，く
、
.

必
中
や
|
.

部
分
0
欲

蕻

ば

未

だ

麻

た

さ

厶

a

然
る
ぬ
貨
.

雙

ば

翁

の

代

表

紙

を

以
$
金
額
及
び
市
.場

の

狀

膝0
 

許
す
縦
圃
妁
に
於
て
如
何
な
る
貨
物
を
も
購
入
し
得
る

も
0
.
な
れ
ば
、
茬
し
總
で
：の
現
在
欲
望
を
.充
分
化
滿
た

す
を
得
る
に
足
る
'貨
物
を
購
買
す
谷
爲
め
^
必
要
な
各

貨
幣
叉
は
其
の
代
表
物
を
所
有
ず
る
入
あ
ら
ば
某
の
人

に
.對

す

名

現

在

，
の
：
貨

幣

の

價

値

，
は

將

來

の

貨

幣

の

價

値
：-

.
ょ
^S

も
高
が
る
可
し
ど̂

ふ
を
：得
す
。
而
か
：も
、，斯
く

の
如

く

充

.分

な

る

貨

幣

又

は

夫

れ

に

代

は

る

可

さ

物

を

有
す
る
者
全
世
界
に
殆
ん
ど

j

人
も
な
し
^
.云
.ふ
を
妨

げ
1
ら
ん
が
。
尤
も
力
！

子
ギV

翁
0
如
く
享
樂
欲
0

頗
る
弱
ぐ
、論
が
も
十
數
億
圓
の
富
を
懷
け
る
漭
が
假

り
S

M

の
全
部
を
傾
倒
：

P

で

證

故

於

け
”る
衣
食
傳
，

に
_

す「

る
自
然
的
欲
鐵
を
充
足1:
§

ゆ
必
耍
な
.る

食

料

”
：

f
f
>
衣
服
1
土
地
、
家
屋
、
家
具
等
を
購
入
す
る
と
せ

ば
、
或
は
現
，在
に
於
け
る
此
等
の
自
然
的
欲
蓮
の
'全
部
.

を
滿
た
す
こ
ビ
を
得
ん
。

g

れ
ど
人
は
.、
少
C

ビ
も
文

第
二
怨
，

2

.

1

®
 

m 

, 

0
. 

m

f

 

^

明
人
は
'、
自
然
的
：欲
鍈
以
外
亿
地
：位
、
名

§
|
、
金
業
、
，權 

力
等
に
對
す
る
高
等
欲
齒
を
有
す
务
も
の
に
し
て
、

窜
 

豪
に
在
6

て

ぼ
殊
に
然
グ
ミ
す
。

'.
.肺

か

も
' 
自

然

的

稱 

.
肇

の

充

足

に

財

產

を

全

部

蕩

：盡

ぜ

ば

> 
高
等
欲
擊
は
之
'
\

を
滿
た
す
こ
ど
能
：は

w

る
，な
り
。
從
つ.て
、
宜

與

.の
富 
\

を
.菩

ふ

る

者

W

雖
.も
、
H
常

.の
生
渚
に
は
財
激
ょ
り
生 

|

ず
る
收
入
の
み
を
利
用
し
、
財
產
の
元
本
を»,
_

る 

\

を
避
く
る
に
‘腐
心
ず
る
を
常
と
せ&

。

さ

.れ

ど

常

時

收
 

j

入
0;
み
5:
以
て
は
自
然
的
欲
鎮
を
备
部
究
全
に1
た
す 

|

を
得
ざ
る
な
b
。
是
れ
富
者
階
級
に
■對
し
て
も
貨
幣
の
：

一
價
値
時
差
の
存
在
.す
；̂,
所

以
s
i

。
'況
ん
や
中
產
階
級
：
.

\

.
以

下

の

者

に

於

て

を

や

。
：

、
.

最
後
は
吾
人
：の
指
撖
ぜ
ん
と
欲
す
る
«
價
値
時
寒
に 

.
對
す
.
4
貨

幣
0
職

分

：.の
：影
響
に
：祭
6

ず
。
勿
識
、
谷
' 

個

人

：
の

價

値

時

差

：
摄

本

的

に

、
論

ず

れ

：ぱ

’
個
4

に
»
:
:
 

す
ゐ
各
®
貨
#/
の
價
値
時
考
をi

す
る
も
の
に
し
て 

_
各
鋪
貨
物
の
‘價
値
時
羞
は
ニ
定
の
時
^
於
て
は
興
な
れ

竿

r

ー
號 

九
九



第
十
二
卷
，
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三
四

)

雜

錄
價
値
時
差
論

る
も
の
な
b
。
然
り
と
雖
も
各
種
の
貨
物
が
貨
幣
又
は

其
の
代
表
物
に
對
し
て
寶
買
せ
ら
る
、
現
時
の
經
濟
組

織
の
下
に
在
ぅ
て
は
各
個
人
に
對
す
る
諸
種
貨
物
の
價

値
時
差
は
均|

と

な

る

の
傾
向
を
有
せ
b
。
假
6
に
或

る
農
夫
に
對
す
る
米
及
び
醬
油
の
價
値
時
差
が
左
の
如

く
なb

v
j

せ
ょ
。

勿

コ

ロ 

一
1 .
位
量
の
同
上
一
ヶ
年
後
の
慎
實
诗
3|
1 

眇口
口現
在偾
値値
に對

1

豫

想

s

i

玄

米

ニ

〇
〇

 

一〇

〇

一

〇
〇 

醬

油

一

一
〇

一
〇

〇

一

〇

 

苦
し
斯
く
の
如
く
米
の
價
値
時
差
が
醬
油
に
比
し
て 

遙
か
に
高
か
し
ど
せ
ば
、
此
農
夫
は
他
の
必
要
品
を
購 

入
す
る
の
資
金
を
得
ん
が
爲
に
は
、
先
づ
醬
油
を
販
賣 

す
る
な
ら
ん
。
而
し
て
、
醬
油
を
販
賣
す
れ
ば
其
蓄
藏 

量
減
少
す
る
結
果
し
て
、
醬
油
の
現
在
價
値
は
自
ら 

遞
增
し
、
其
の
價
値
時
差
が
遂
に
二
百
以
上
、
即
ち
米 

の
價
値
時
差
に
超
ゆ
る
に
至
る
こ
と
あ
る
可
し
。
若
し 

梁
し
て
然
ら
ば
更
に
資
金
を
要
す
る
と
き
に
は
蓄
藏
米

第

十

二

敢

l
o
o

を
賣
出
す
な
ら
ん
。
從
つ
て
、
此
兩
價
値
時
差
*>
全
然 

一
致
す
る
乙
ビ
は
な
炉
る
可
き
も
常
に
兩
者
は
均
等
を 

保
た
ん
ど
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
な
り
と
云
ふ
を 

妨
げ
す
。
換
言
すi

ば
、
貨
物
の
價
値
時
差
は
貨
幣
流 

通
の
作
用
に
'依
り
て
苹
衡
點
を
求
め
つ
、
あ
る
も
の
な 

6
と
す
。
從
つ
て
總
て
の
貨
物
ど
交
換
せ
ら
る
、
貨
幣 

及
び
其
の
代
表
物
即
ち
吾
人
の
資
金
と
稱
す
る
も
の
、

:

價
値
時
差
は
總
て
の
貨
物
の
價
値
時
差
を
代
表
す
る
の 

傾
向
を
有
す
る
も
の
な
A
と
云
ふ
を
得
る
に
似
た
り
。 

且
つ
斯
く
の
如
く
資
金
の
價
値
時
差
を
以
て
代
表
的
價 

:

値
時
差W

看
做
す
は
利
子
步
合
に
對
す
る
價
値
時
差
の 

一
關
係
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
む
る
も
の
な
ト
ノ
と
す
。
如
何 

I

と
な
れ
ば
、
此
方
法
に
依
ぅ
て
、
吾
人
は
價
値
時
差
並 

に
利
子
步
合
間
に
於
け
る
相
互
的
作
用
が
貨
幣
を
通
じ 

て
行
は
れ
つ
、
あ
る
の
事
實
を
的
確
に
明
示
す
る
を
得 

れ
ば
な
り
。第

五
節
價
値
時
差
測
定
の
方
法

惯
値
時
差
は
經
濟
學
渚
が
其
腦
中
に
て
遊
戯
的
に
發 

明
せ
る
架
空
的
の
觀
念
に
し
て
實
際
社
會
に
存
在
せ
ざ 

る
現
象
な
る
か
、
或
は
物
理
學
者
が
光
線
の
現
象
を
說 

明
す
る
の
一
方
法
し
て
案
出
せ
し「

ユ
ー
テ
ル」

の
存 

在
の
如
き
も
の
に
し
て
、
實
驗
を
以
て
其
の
存
在
を
證
：
 

明
す
る
こvj

能
は
ざ
る
假
想
的
の
も
の
な
る
可
し
と
考 

ふ
る
^
あ
る
や
も
測
り
知
り
難
き
も
、
惯
値
時
差
は
決| 

し
て
斯
く
の
如
き
捕
促
し
難
き
空
想
的
の
觀
念
に
非
す
一 

し
て
、
吾
人
が
日
常
經
驗
せ
る
現
象
な
る
の
み
な
ら
す 

其
の
程
度
は
實
驗
に
依
り
て
之
を
明
確
に
示
す
こ
ど
を 

得
る
な
り
。
假
6
に
、

ー
學
生
に
今
日
鉛
筆
十
本
を
與 

へ
ん
か
明
年
の
今
日
同
鉛
筆
十
本
を
與
へ
ん
か
ど
問
ひ 

た
る
に
、
即
座
に
今
日
十
本
を
賜
へ
ど
答
へ
、
今
日
の
十
一 

本V
J

明
年V

今
日
の1

1

十
本
ど
は
孰
れ
を
取
る
か
と
問 

へ
ば
、明
年
の11

十
本
を
選
ば
ん
と
即
答
せ
る
も
、今
日 

の
十
本
と
明
年
の
十
五
本
ど
は
孰
れ
を
良
しV

J

す
る
か 

S
聞
か
れ
て
、
返
答
に
躊
躇
せ
り
と
せ
ば
、
此
學
生
に

第
十
ニ
《 

(

一
七
三
支)

雜

0

.

M
fi
時
塞
鶄

對
す
る
鉛
筆
の
惯
値
時
差
は
十
本
に
對
し
て
一
ヶ
年
五 

本
即
ち
一
ケ
年
五
割
に
相
當
せ
る
な
6
。
蓋
し
、
此
學 

生
に
對
し
て
は
今
日
の
鉛
筆
十
本
の
價
値
は
明
年
入
手 

し
得
る
十
五
本
の
鉛
筆
が
今
日
有
す
る
價
値
S
略
ぼ
同 

一
な
b
ビ
す
。

又
、
假
り
に
或
る
私
立
學
校
の
理
事
渚
に
對
し
て
今 

日
其
學
校
に
千
圆
を
寄
附
せ
ん
か
、
明
年
の
今
日
同
額 

の
金
子
を
寄
贈
せ
ん
か
と
問
へ
ば
、
當
局
漭
は
勿
論
直 

ち
に
即
時
の
寄
附
を
請
は
ん
。
次
に
假
り
に
、
今
日
の 

千
圓
5:
取
る
か
明
年
今
日
の
千
一
一
百
圓
を
取
る
か
ご
聞 

か
ば
、
明
年
の
千
二
百
圓
を
選
ば
ん
ど
即
答
せ
ん
。
次 

に
、
若
し
今
日
の
千
圓y

j

明
年
の
千
百
圓
と
は
如
何w

 

問
へ
ば
、
理
事
者
は
或
は
即
答
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な 

ら
ん
。
若
し
果
し
て
然
ら
ば
、
此
理
事
者
に
對
す
る
貨 

幣
の
價
値
時
差
は
年
一
割
に
相
當
す
る
も
の
な
看 

做
す
こ
ど
を
得
る
な
b
。

若
し
此
方
法
を
用
ゆ
る
^
せ
ば
、
吾
人
は
總
て
の
人 

第
十
二
®

-
a
-



s
*
-
i 

ニ

七

三

六

〕

雜錄
論
 

の
價
値
時
差
の
程
度
を
測
定
す
る

.J

と
を

得
可
し
e
 

第
六
節
個
人
間
陀
於
け
る
儇
値

 

時
差
の
不
同

斯
く
の
如
く
價
値
時
差
は
貨
幣
に
於
て
も
亦
貨
幣
以 

外
の
貨
物
に
就
き
て
も
存
在
す
る
現
象
に
し
て
且
明
確一 

に
測
定
し
得
る
も
の
な
る
が
、
此
價
値
時
差
の
程
度
はI 

A
每
に
異
な
る
名
の
な
-
と̂
す
。
例
へ
ば
甲
に
對
し
て| 

は
貨
幣
の
價
値
時
差
は
一
ヶ
年
一
割
な
る
に
こ
に
對
し 

て
は
僅
か
に
五
分
な
る
こV」
あ
b
。
然
ら
ば
何
故
に
價 

値
時
差
が
人
每
に
異
な
る
か
。
惟
ふ
に
個
人
間
に
於
て 

價
値
時
差
に
等
差
を
生
せ
し
む
る
原
因
は
內
在
的
原
因j 

ど
外
在
的
原
因
の
二
種
に
大
別
す
る
^
と
を
得
ん
か
。

一
 

內
在
的
原
因
と
は
個
人
の
性
質
、
體
質
、
習
慣
等
^
云
一 

ひ
、
外
在
的
原
因
と
は
個
人
の
所
得
に
關
す
る
數
々
の 

事
情
を
謂
ふ
。
吾
人
は
便
宜
上
外
在
的
原
因
の
說
明
ょ 

b
始
0
可
し
。

個
人
の
所
得
！L
i
pす
る
事
精V

J

は(

一)

所
得
の
大
小

第
十
一 
S 

10

ニ

(

ニ)

所
得
內
容
，の
性
質
、(

三)

所
得
增
減
の
豫
想
遨
に 

(

四)

所
得
の
確
實
性
に
外
な
ら
す
。
以
下
順
に
之
が
說 

明
を
試
ん
ど
す
。

(
一
)

所
得
の
大
小
他
の
事
情
に
し
て
全
然
同
一
な 

れ
ば
多
額
の
所
得
を
有
す
る
盏
は
少
所
得
を
荷
す
る
者 

ょ
A
も
價
値
時
差
低
し
"
蓋
し
所
得
が
大
な
れ
ば
、
比
較 

的
多
く
の
現
在
欲
を
充
た
す
こ
ビ
を
得
る
を
以
て
、
現 

在
の
貨
物
を
左
程
尊
重
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
な
A
。
之 

に
反
し
て
、
少
額
所
得
を
有
す
る
所
謂
細
民
は
衣
服
、
 

家
具
等
は
愚
か
充
分
な
る
食
物
す
ら
も
購
入
す
る
こ
と 

能
は
ざ
る
を
以
て
、
現
在
財
に
對
す
る
欲
望
頗
る
高
し
。 

貧
困
漭
が
生
活
費
の
不
足
を
補
ふ
爲
め
に
高
率
な
る
利 

子
を
支
拂
ひ
て
借
財
す
る
こV」

あ
る
に
反
し
、
三
井
、
 

岩
綺
等
の
富
豪
•か
他
人
ょ
§
金
錢
を
借
入
る
、
こV
J

な 

く
、
假
6
に
一
時
的
に
資
金
の
融
通
を
仰
ぐ
こ
ビ
あ
る 

も
、
そ
は
投
資
を
目
的V

J

す
る
も
の
に
し
て
、
衣
食
住 

費
を
補
ふ
爲
め
に
あ
ら
ざ
る
は
所
得
金
額
の
相
畠
に
依

6
て
誘
致
せ
ら
れ
た
る
價
値
時
差
の
等
差
に
基
く
も
の 

な
り
€

す
。

(

二)

價
値
時
差
內
容
の
性
質
假
り
に
玆
に
甲
乙
一1 

人
あ
6
て
、
甲
は
マ
ヶ
年
千
圓
の
貨
幣
所
得
を
舒
し
、
こ 

は
一
ヶ
年
間
に
金
千
圆
に
相
當
す
る
丈
け
の
實
物
所
得 

を
有
せ
り
ビ
せ
ば
、
所
得
額
の
點
よ
り
云
へ
ば
甲
乙
の 

間
に
何
等
の
徑
庭
な
き
に
拘
ら
す
、
乙
の
價
値
時
差
は 

槪
し
て
甲
の
夫
れ
よ
り
は
稍
々
高
か
る
可
し
。
如
何
ど 

な
れ
ば
、
甲
は
此
千
圓
I:
ば
直
ち
に
自
己
の
欲
す
る
諸 

種
の
貨
物
の
購
入
に
任
意
に
振
當
て
、
以
て
自
己
の
有 

す
る
欲
望
を
强
弱
緩
急
に
應
じ
之
を
充
足
す
る
を
得
る 

に
反
し
、
乙
は
先
づ
其
實
物
所
得
の
一
部
又
は
全
部
を 

賣
却
し
て
然
る
後
其
の
賣
揚
を
以
て
自
己
の
欲
す
る
貨 

物
を
購
入
す
る
を
要
す
る
が
故
に
、
其
所
得
を
直
ち
に 

利
用
す
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
是
れ
農
民
が
槪
し
て
商 

工
業
者
並
に
勤
人
よ
り
も
高
き
價
値
時
差
を
有
す
る
の 

一
原
因
な
5
と
看
做
す
を
妨
げ
ざ
る
が
如
し
。

第

十

二

卷(
一

七
三
七)

雜

0

又
、
同
額
の
實
物
所
得
を
有
す
る
丙
丁
二
人
の
間
に 

於
て
も
、
其
實
物
の
種
類
を
異
に
せ
る
際
に
は
、
價
値 

時
差
に
相
違
を
生
ず
る
こ
ど
な
し
ど
せ
ざ
る
な
り
。
如 

何
と
な
れ
ば
例
へ
ば
丙
の
實
物
所
得
は
千
圓
に
相
當
す 

る
米
穀
ょ
り
成
6
、
丁
の
所
得
は
同
一
金
額
に
相
當
す 

る
石
材
な
り
ビ
せ
ん
か
、
丙
は
其
實
物
所
得
の
一
部
分 

而
か
も
少
炉
ら
ざ
る
部
分
を
自
家
の
消
費
用
に
供
す
る 

こV
J

を
得
る
を
以
て
、
現
任
欲
望
は
少
く V

J

も
其
の
範 

圍
内
に
於
て
充
分
に
滿
す
こ
と
を
得
る
に
反
し
、
丁
は 

石
材
を
責
却
し
た
る
上
に
於
て
始
め
て
食
料
品
を
購
入 

す
る
こV

J

を
得
る
も
の
な
る
が
故
な
5
と
す
。

(

三)

所
得
增
減
の
豫
想
各
個
人
の
所
得
額
•か
常
に
一 

定
不
動
な
る
こ
ど
も
あ
る
可
く
、
又
時
の
經
過
ど
共
に 

增
滅
す
る
乙
^
も
あ
*®'。
假
り
に
甲
乙
ニ
入
は
光
ハ
に
現 

在
に
於
て
一
ヶ
年
千
圓
の
所
得
を
有
し
、
且
つ
將
來
に 

於
て
も
此
所
得
金
額
に
變
動
を
生
す
る
こ
と
な
しV

J

豫 

想
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
甲
こ
の
價
値
時
差
は
同
一 

第

十

二

雄

1
0三
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八)

雜雄惯値時差論

な
る
可
し
。
3
れ
ど
、
假
6
にr

甲
の
所
得
に
何
等
變
動 

な
き
も
、
こ
の
所
得
は
漸
次
增
加
す
る
と
豫
想
せ
ら
れ 

た
る
ど
き
に
は
、
こ
の
遛
値
時
差
は
甲
の
價
値
時
差
よ 

.
0

も
高
か
る
可
し
。
如
何
ビ
な
れ
ば
、
こ
は
甲
に
比
し
て 

將
來
に
對
し
て
備
ふ
る
必
要
少
な
き
を
以
て
、
自
ら
現
へ 

在
に
於
て
、
比
較
的
多
跫
の
貨
物
を
消
费
せ
んV

J

す
れ
一 

ば
な
6
。
實
業
家
の
價
値
時
差
が
勤
人
の
價
値
時
差
よ
一 

6
も
高
く
、
同
じ
く
勤
人
に
在
^
'
て
も
昇
給
の
望
多
き
一 

者
の
價
値
時
差
が
其
望
少
き
者
の
夫
れ
よ
り
も
高
き
は
一 

將
來
に
於
け
る
所
得
に
關
す
る
豫
想
の
相
違
よ
り
來
るj 

現
象
な
ぅ
と
す
。
更
に
之
に
反
し
て
、
假
り
に
乙
の
所
得 

が
將
來
漸
次
減
少
す
る
ビ
豫
想
せ
ら
る
、
場
合
に
は
前 

と
反
對
の
結
果
を
呈
す
可
し
。
鉴
し
こ
は
所
得
の
減
退
一 

せ
る
ビ
き
に
於
け
る
生
活
上
の
窮
迫
を
免
が
ル
ん
が
爲 

め
現
在
に
於
て
蓄
財
す
る
の
必
要
を
感
す
れ
ば
な
ぅ
。
 

勸
勞
所
■得
に
依
り
て
衣
食
せ
る
渚
、
殊
に
中
年
を
過
ぎ 

穴
る
者
が
不
勞
所
得
に
依
6
て
衣
食
せ
る
者
よ
6
は
槪

第

十

二

號

1
0四

ね

比

較

：
^

節

約

^
重
す
る
は
是
れ
が
爲
め
な
6
ど
す 

(

四)

所
得
の
確
實
性
以
上
の
說
明
は
總
て
の
場
合 

に
於
て
所
得
が
確
實
に
收
め
ら
る
、
ビ
の
豫
想
を
前
提 

と

せ

る

も

の

な

る

が
、
所
得
は
絕
體
に
確
實
な
る
も
の 

に
非
ざ
る
な
り
。
槪
し
て
之
を
論
す
れ
ば
財
產
所
得
は 

企
業
所
得
に
比
し
一
層
確
實
に
し
て
且
永
績
的
性
質
を 

有
し
、
企
業
所
得
は
純
勸
勞
所
得
に
比
し
て
は
必
す
し 

も
確
實
に
は
非
ざ
る
も
一
層
永
續
的
な
る
を
常V

J

す
。
 

從
つ
て
、
現
在
に
於
け
る
所
得
が
同
額
な
6
ど
せ
ば
、
 

財
産
所
得
を
有
す
る
若
の
價
値
時
差
は
企
業
所
得
を
有 

す
る
者
の
價
値
時
差
ょ
ぅ
も
高
く
、
企
業
所
#
を
有
す 

る
^
の
價
値
昉
差
は
純
勸
勞
所
得
に
依
り
て
衣
食
す
る 

苕
の
價
値
時
差
ょ
6
高
し
。
蓥
し
、
不
確
實
な
る
か
又 

は
永
續
性
を
有
せ
ざ
る
所
得
を
以
て
生
計
を
營
む
者
は 

將
來
に
於
て
所
得
の
激
減
せ
る
ど
き
に
對
し
て
備
ふ
る 

爲
め
將
來
財
を
比
較
的
靈
ん
す
る
に
反
し
、
確
實
性
又 

は
永
績
性
を
備
ゆ
る
所
得
の
收
納
渚
は
將
來
の
爲
め
に

現
在
財
の
消
費
を
犠
牲
と
す
る
の
必
要
少
け
れ
ば
な

k
v
o以

上
各
個
人
の
所
得
が
其
の
價
値
時
差
に
及
ぼ
す
影 

響
を
說
述
せ
し
が
、
今
や
轉
じ
て
個
人
問
に
價
値
時
差 

の
等
差
を
生
せ
し
む
る
內
的
原
因
に
論
及
せ
ん
と
欲
す| 

此
內
的
原
因
と
は(

一)

年
齡
、(

ニ)

職
業
の
性
質
、(

三)

體
質
、
S

)

氣
質
、(

五)

習
慣
、(

六)

知
識
、(

七)

家 

族
の
有
無
、(

八)

傅
愛
心
等
を
謂
ふ
。

(

一)

年
齡
他
の
總
て
の
事
情
に
し
て
同
一
な

b
v
j

 

せ
ば
、
壯
者
の
價
値
時
差
は
低
く
老
人
の
價
値
時
差
は 

高
き
を
常
と
す
。
蓥
し
壯
年
者
は
今
後
僻
ほ
數
十
年
の 

生
命
を
豫
想
す
る
が
故
に
、
將
來
を
重
す
る
に
反
し
、

\ 

%

人
は
餘
命
幾
何
も
な
き
が
爲
め
に
、
將
來
ょ
b
寧

ろ

I 

現
在
を
锊
重
す
る
を
以
て
な
り
。
壯
年
渚
中
に
は
生
命 

保
險
に
加
入
す
る
に
當
り
て
養
老
保
險
を
選
擇
す
る
者 

多
き
に
反
し
、
中
年
を
過
ぎ
た
る
者
は
、
少
く
-u

も
歐 

米
諸
國
に
て
は
、
養
老
年
金
、
即
ち
一
定
金
額
を
保
險

第

十

二

卷(
I

七

三

九

)

雜鏽
差餹

會
社
に
交
附
し
之
に
對
し
て
加
入
者
の
死
亡
す
る
迄
每 

年
一
定
額
の
支
拂
を
受
く
る
の
制
度
を
選
ぶ
の
風
あ
る 

は
豫
想
壽
命
の
長
短
に
基
く
價
値
時
差
の
相
違
ょ
り
生 

す
る
現
象
な
5
ど
す
。

然
りVJ

雖
も
、
價
値
時
差
は
必
す
し
も
絕
體
的
に
年 

齡
に
正
比
例
す
る
も
の
に
非
す
。
換
言
す
れ
ば
、
年
齡 

の
低
き
に
從
ひ
て
價
値
胩
差
は
必
す
し
も
低
し
と
云
ふ 

こ
と
を
得
す
。
如
何
ど
な
れ
ば
、
靑
年
並
に
幼
兒
は
、
 

縱
令
長
き
壽
命
を
豫
想
す
る
と
も
*
將
來
を
慮
る
の
念 

溥
き
が
故
に
、
價
値
高
き
を
常
ビ
す
る
を
以
て
な
り
。
 

殊
に
小
兒
に
於
て
然
6
と
す
。

(

ニ)

職
業
の
性
質
普
通
危
險
な
る
職
柒
に
從
事
せ 

る
者S

價
値
時
差
は
安
全
な
る
職
業
に
從
事
せ
る
渚
の 

價
値
時
差
ょ
り
も
高
し
。
益
し
、
危
險
な
る
職
業
に
從 

事
せ
る
者
は
何
日
何
時
如
何
な
る
事
變
に
遭
遇
し
頓
死 

す
る
や
も
知
れ
すV

J

の
懸
念
を
有
し
、
人
生
.の
快
樂
を 

味
ふ
は
今
な
b
と
の
考
V
懷
く
結
果
€
し
て
、
現
在
財 

第

十

二

雄

|
〇
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を
重
ず
る
が
故
な
す
。
礦
山
夫
、
鐵
道
現
業
員
、
 

海
員
、.
軍
人
、
殊
に
海
軍
々
人
等
は
比
較
的
高
き
價
値 

時
差
を
有
せ
る
が
如
く
な
る
が
、
こ
は
毫
も
怪
む
に
足 

ら
ざ
る
事
な
り
ど
す
。

(

三)

體
質
身
體
虛
弱
の
者
は
强
健
な
る
者
に
比
し 

價
値
時
差
高
し
。
蓥
し
體
質
の
不
良
な
る
渚
は
自
ら
豫 

想
壽
命
短
く
、
此
點
ょ
り
し
て
も
價
値
時
差
低
か
る
可 

き

も

の

な

る

が

、

是
れ
以
外
に
、
醫
療
の
爲
め
に

多
額 

の
失
費
を
要
す
る
結
果
ビ
し
て
將
來
を
顧
慮
す
る
の
遑 

な
き
を
以
て
な
6
.
0德
川
幕
府
時
代
ょ
b
明
治
に
亘
6 

て
妙
齡
の
娘
を
犠
牲
と
せ
る
が
爲
め
起
れ
る
家
庭
の
悲 

劇
は
多
く
家
長
が
難
病
に
罹
り
其
の
價
値
時
差
著
し
く 

高
率
ど

な

り

た

る

に
起
囲
せ
る
が

如
し
。

(

因)

氣
質
槪
し
て
進
取
の
氣
性
に
富
め
る
漭
は
退 

嬰
的
、
消
極
的
な
る
者
に
比
し
價
値
時
差
高
し
。
盎
し 

積
極
的
に
運
命
を
開
拓
せ
ん
と
欲
せ
る
者
は
將
來
に
於 

け
る
發
展
の
基
礎
を
築
づ
く
必
要
上
現
在
に
於
け
る
失

第

十

二

雄

1

0
六

費
を
苦
痛
と
せ
ざ
る
を
以
て
な
り
。
靑
年
の
中
に
は
學 

資
を
借
入
金
に
浓
む
る
こ
ど
あ
る
は
其
の一

例
な
b
。
 

所
謂
官
海
游
泳
術
に
巧
み
な
る
者
が
身
分
不
想
應
の
交 

際
費
を
費
消
す
る
も
亦
其
の
一
例
な
b
と

す

S

之
に
反 

一
し
て
、
乾
坤
一
擲
の
大
飛
躍
を
試
み
る
ょ
り
は
寧
ろ
現 

狀
維
持
を
以
て
甘
ん
ず
る
容
の
價
値
時
差
の
低
き
は
將 

來
に
•於
て
所
得
の
大
に
增
加
す
る
を
期
待
せ
ざ
る
を
以 

て
、
出
來
得
る
限
り
現
在
に
於
け
る
消
費
を
節
減
し
、
 

將
來
に
備
へ
ん
ど
欲
す
る
が
故
な
りW

す
。
婦
人
が
槪 

し
て
男
子
に
比
し
て
低
き
價
値
時
差
を
有
す
る
は
是
れ 

一
が
爲
め
な
彡
。

\

又
、
虛
榮
心
の
强
き
者
の
價
値
時
差
高
き
は
玆
に
贅 

f

言
す
る
の
要
な
し

。

虛
榮
心
の
奴

隸

た

る
一
派
の
婦
人 

の
有
す
る
價
値
時
差
の
高
き
は
蓋
し
毫
も
怪
む
に
足
ら 

ざ

る

7》

ど

な

ら

ん

か
。

(
五)

^
慣
常
に
美
食
を
口
に
し
て
美
服
を
身
に
纒 

ふ
の
習
慣
を
有
し
、
或
は
喫
煙
、
飲
酒
又
は
其
他
の
惡

習
に
耽
る
者
は
然
ら
ざ
る
者
に
比
し
價
値
時
差
高
し
。
 

如
何
と
な
れ
ば
、
習
慣
は
所
謂
第
二
の
天
性
に
し
て
、
 

大
多
数
の
人
は
之
が
奴
隸
と
な
り
て
、
理
智
的
に
は
其 

の
不
可
を
知
る
も
、
年
來
の
惰
性
に
打
勝
つ
こ
と
能
は 

す
、
知
ら
す
知
ら
す
將
來
を
犠
牲
に
供
す
る
に
至
る
を
一 

以
て
な
b
。
之
に
反
し
て
克
己
の
精
神
に
富
め
る
者
は| 

現
在
の
快
樂
ょ
り
は
寧
ろ
將
來
の
享
樂
を
重
ん
ず
る
が

\ 

故
に
、
現
茌
財
を
過
重
に
尊
ぶ
こ
•と
な
し
。 

| 

(

六)

知
識
學
問
と
經
驗
と
を
有
す
る
所
謂
有
識
者 

は
無
智
無
經
驗
の
者
に
比
し
其
價
値
時
差
の
低
き
は
勿| 

論
な
-
^
蓥
し
知
識
は
人
生
に
關
す
る
理
解
力
を
與
へ
、

j 

人
事
に
關
す
る
分
別
を
生
せ
し
む
る
が
故
に
、
人

を

し

\ 

て
將
來
を
深
く
慮
ら
し
む
る
を
以
て
な
.り
。
之

に

反

し

)

 

て
、
無
智
愚
昧
な
る
輩
は
未
來
に
對
す
る
豫
想
カ
を
缺 

き
、
何
等
將
來
R
就
さ
て
顧
慮
す
る
こ
ビ
な
く
、
又
縱 

令
將
來
の
生
活
に
關
し
て
多
少
の
觀
念
を
有
す
る
場
合 

に
於
て
も
、
想
像
カ
乏
し
き
を
以
て
、
未
來
に
於
け
る 

第
十
二
®

(一

七

四

ご

雜

鳋

&

時
差
獯

生
計
問
題
の
解
決
に
對
す
る
理
解
力
を
有
せ
ず
、
從
つ 

て

之
に
備
ふ
る
に

努
力
す
る

こ

と

な

き

を
常
ビ

す
。
槪 

し
て
下
級
勞
働
者
の
價
値
時
差
高
き
は
是
れ
が
爲
め
な 

6

。
彼
等
は
現
在
あ
る
を
知
6

て
將
來
あ
る
を

悟
ら
す
、
 

今
日
の
快
樂
を
欲
し
て
、
明
H
の
窮
乏
を
憂
a
ざ
る
な

>

9

0

(

七)

家
族
妻
子
眷
族
を
有
す
る
者
は
概
し
て
何
等 

係
累
を
有
せ
ざ
る
者
ょ
り
も
價
値
時
差
低
し
。
世
に
生 

を
受
く
る
渚
に
し
て

家
族
を
親
愛
せ
ざ
る
者
殆
ん
ど
一 

人
も
な
く
、
又
、
無
智
蒙
昧
の
輩
を
除
き
て
は
、
子
孫 

の
將
來
を
顧
盧
せ
ざ
る
潜
な
し
。
而
か
も
子
孫
の
爲
め 

に
美
田
を
購
は
んV

J

欲
せ
ば
現
在
の
消
費
を
犠
牲
に
供 

せ
ざ
る
を
得
す
。
是
れ
價
値
時
差
の
低
き
所
以
な
り
ビ 

す
。
之
に
反
し
て
獨
身
者
は
自
己
の
享
樂
を
思
ふ
の
必 

要
あ
る
の
み
な
れ
ば
、
價
値
時
差
自
ら
高
し
。

(

八)

博
愛
心
巨
萬
の
富
を
蓄
へ
、
旣
に
自
身
は
愚 

か
子
孫
に
就
き
て
も
充
分
な
る
生
活
上
並
に
慰
安
上
の

第

十

ニ

供

1
0七
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ご

雜

雄

價
值
時
差
餘

保
證
を
有
す
る
者
に
在
り
て
は
價
値
時
差
は
勿
論
低
き 

も

の

な

る

も

、

博
愛
心

に

富

め

る

者

は

然

ら

ざ

る

者
に 

比
し
相
對
的
に
云
へ
ば
價
値
時
差
低
か
る
可
し
。
諸
學 

校
に
多
額
の
金
子
を
寄
附
し
て
學
問
の
進
歩
並
に
敎
育 

の
普
及
を
促
が
し
、
又
病
院
若
し
く
は
救
貧
設
備
の
經 

費
を
負

擔

し

て

細
民
の
困
苦
を
輕
減
せ
んV

J

欲

す

る

者 

は
財
産
の
運
用
又
は
第
業
の
綷
營
等
に
依
り
て
更
に
一 

層
多
額
の
收
入
を
擧
げ
、
得
た
る
所
を
公
共
的
目
的
に 

利
用
す
る
を
以
て
無
上
の
快
樂V

J
せ
る
が
如
し
。

米
國
の
力
ー
ネ
ギ
ー
、

口
ッ
ク
フ
ェ
ラ
等
の
諸
氏
♦か
勤 

儉
己
を
を
持
し
其
蓄
へ
た
る
巨
萬
の
富
の
一
大
部
分
を 

割
き
て
學
校
に
寄
附
し
、
或
は
科
學
硏
究
所
を
設
立
せ 

る
は
此
廣
義
の
博
愛
心
の
發
動
に
基
る
に
外
な
ら
ず
。

以
上
內
的
原
因
及
び
外
的
原
因
の
諸
方
面
ょ
り
個
人 

間
に
於
て
何
故
に
價
値
胩
差
の
等
差
を
生
t '
る
も
の
な 

る
か
を
論
述
せ
し
が
、
各
項
に
於
て
說
明
せ
る
所
は
總 

て
他
の
事
情
が
全
然
同
一
な
る
こ
と
を
前
提
ビ
せ
る
を

第
十
ニ
«

1

o
八

記
憶
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
從
つ
て
、
若
し
他
の
事
情
に
相
違 

あ
ら
ば
上
記
の
推
斷
の
適
中
せ
ざ
る
こ
と
あ
る
は
勿
論 

な

す

。
例
へ
ば
、
或
る
獨
身
の
富
豪
は
係
累
渚
を
有 

せ
ざ
る
點
ょ
6
云
へ
ば
價
値
時
差
高
か
る
可
き
も
、
收 

入
の
多
額
な
る
一
事
ょ
-
之
を
觀
れ
は
時
差
は
却
つ
て 

低
か
る
可
し
。
而
か
も
惯
値
時
差
の
等
差
を
生
せ
し
む 

る
原
因
は
頗
る
多
く
、
吾
人
の
略
叙
せ
し
も
の
、
み
に 

て
十
以
上
を
數
ふ
る
を
以
て
、
價
値
峙
差
の
高
低
を
定 

む
る
事
情
の
組
合
は
殆
ん
ど
數
ふ
る
遑
な
き
程
多
數
に 

上
る
も
の
な
b

w
云
ふ
を
妨
げ
す
。
さ
れV」

假
ゥ
に
甲 

こ
二
人
に
就
き
極
端
な
る
場
合
を
想
像
し
て
、
上
記
十 

_一
個
の
事
情
を
左
の
如
く
組
合
す
る
こ
と
を
得
可
し
。

原
因
の
種
別 

所
得
の
大
小 

所
得
内
容
の
性
質 

將
來
の
所
得 

所
得
の
確
K
性 

年
齡

事
情 

大貨
幣
又
は
米

诚確
實

壯
年

r
値
時
差 

低 低 低 低 低

■

$

惯
値
時
差 

小 

高 

石

材

高

僧 

古问

不
確
定
高 

老

年

高

博家智習氣體職 
愛
心族譏 ® 質質業

安
全

强
健

悪
習
な
し 

有
識
あ
リ

有深

饱低低低低低低

危
陔 

貧
弱 

進
取
的 

惡
对
あ
り 

無
智 

無 0

高 尚 高 商 ® 1W

踪
合 

低 

高 

若
し
斯
く
の
如
き
事
情
の
下
に
生
存
せ
る
甲
乙
二
人 

の

者

あ

せ

ば

、
甲
の
價
値
時
差
が
こ
に
比
し
て
遙 

か
に
低
か
る
可
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
ず
。
假
6
に
、
 

數
字
を
以
て
其
等
差
を
示
すV
J

せ
ば
、
甲
の
價
値
時
差 

が

一

ヶ
年
二
分
せ
ば
、
乙
の
率
は
四
割
五
割
又
は
十 

割
に
も
上
る
可
し
。
勿
論
、
實
際
社
會
に
於
て
は
、
此 

兩
者
の
孰
れ
に
も
相
當
す
る
事
情
を
有
せ
る
者
は

一人
 

も
無
く
し
て
、
皆
な
此
中
間
に
位
せ
b

tf
看
做
す
を
至 

當
と
す
。
而
し
て
谷
個
人
の
事
情
の
組
合
が
甲
の
事
情
. 

の
組
合
に
近
け
れ
ば
近
き
に
從
ひ
て
其
の
價
値
時
差
低 

く
、
こ
の
事
情
の
組
合
に
類
似
す
れ
ば
を
れ
丈
け
價
値 

笫

十

二

卷(
一

七
四
三)

雜

錄
經
濟
僙
值
勘

時
差
高
し
。
而
し
て
各
個
人
が一

定
の
時
に
^

て
有
す 

る
價
値
時
差
は
上
記
事
情
の
組
合
せ
に
依
り
て
定
ま
る 

も
の
な
る
が
、
其
組
合
は
人
に
依
り
千
差
萬
別
な
る
の 

み
な
ら
す
各
事
情
に
在
り
て
も
皆
な
其
の
程
度
を
異
に 

す
る
は
勿
論
な
る
を
以
て
、

一
定
の
時
に
於
け
る一

社 

會
の
各
員
の
有
す
る
價
値
時
差
皆
な
其
の
程
度
を
異
に 

す

る

は

明

か

な

-
^
。

經
濟
漬
値
論(11 )野村兼太郧

以

下P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

以
後
の
價
値
論
を
論
す
る
に
當 

つ
て
、
從
來
の
如
き
歷
史
的
叙
述
の
煩
を
避
け
た
い
と 

思
ふ
。
例

へ

ばR
o
u
s
s
e
a
u
,

 

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

等
が
盛
に 

自
然
主
義
を
唱
へ
た
當
時
の
佛
蘭
西
の
社
會
を
脊
景VJ 

せ

る

P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

の
價
値
論
。
英
國
に
於
け
る
產
業 
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